
問い合わせ：南区社会福祉協議会　TEL：260－2510

地域のみなさまから寄付して頂く金銭、物品などを必要としている福祉関係機関・団体、
ボランティア団体等に配分することで、善意を地域に広げていく事業です。
地域の皆さまの「地域のためになにかできることをしたい」というあたたかい気持ちが
地域福祉の推進に繫がっております。

次ページは
配分金の対象となった

団体の紹介です。

善意銀行ってなに？

今年度の配分金の申請は、10月に募集予定です。
詳しくは、お電話または窓口までお問い合わせください。

①地域福祉を推進することを目的とし、原則として南区内を中心に活動する団体
②会員数が5名以上かつ構成員の2/3以上が南区民であり、　過去1年以上の実績がある団体
③指定された期間内に配分金の活用に着手、完了できる団体
の3つを満たす団体

配分金の対象団体
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社協
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南区の地域福祉団体

南区善意銀行
受　付
電話または、窓口にて
寄付のご相談をお受けします

運営委員会を開催し、
申請いただいた団体から
配分先を決定します

お預かりした物品にあわせて、
会員を中心とした
地域福祉団体等に
コーディネートします

金銭の寄付金銭の寄付 物品の寄付物品の寄付

グループねこの手・太田東部ドンドン会です。

※金銭の寄付については、下記団体が配分の対象となります

物品の寄付実績は、
文具、雑巾、ランドセル
や車イス等です。

南区ボランティアセンターだより

no.29
南区ボランティアセンター

南区浦舟町3-46 浦舟複合福祉施設8階
Tel. 260-2531  Fax. 251-3264

◆開館：年末年始をのぞく午前9時～午後5時♦
日・祝祭日も開館しております

南区ボランティアセンター  TEL.260-2531
  FAX.251-3264

ボラぴ掲載内容の問い合わせ・申込みは

南区内で活動するボランティア
仲間（メイト）を紹介します

　街角に筝や三味線の音が聞こえてくることは珍しいこの頃ですが、
伝統的で魅力的な音色を広く知っていただきたいとの強い思いで平
成12年に結成した筝・三絃（三味線）・尺八の演奏グループです。
　高齢者施設、地区センター、障がい者作業所等での訪問演奏を
精力的に行い、小中学校を訪問して楽器の演奏を指導しています。
　毎年 12 月にはチャリティー演奏会を開
催します。舞台では工夫を凝らし、これま
でに舞踊・ピアノ・歌曲・謡曲・詩吟等の
共演者に協力をいただいて、邦楽に興味の
薄い方にも楽しんで聞いていただけるよう
コラボレーションした曲も演奏します。
　ロビーでは「南区街の先生」の作品や障
がい者作業所のクッキー等、募金箱も置い
てチャリティー募金に参加を呼びかけ、入
場料の一部と合わせて善意銀行・福祉施
設への寄付を行っています。

ボランティア入門講座
＊日　時 ： 11月29日（木）13時30分～15時
＊場　所 ： トモニー（南区福祉保健活動拠点）
＊参加費 ： 無料

南区三曲会 代表　大澤富子

南区災害救援ボランティアネットワーク
（サーブネット）

　サーブネットは、南区で大規模災害が発生した時に、
区役所・社会福祉協議会と一緒に、区災害ボランティ
アセンターの運営に携わるボランティア団体です。
　発災時に災害ボランティアセンター設置・運営がス
ムーズに行えるように、平常時は災害ボランティアセ
ンター設置訓練、研修、区民への啓発活動、他団体との
ネットワークづくり等をしています。

車いす・アイマスク・点字・
手話の体験ができます。 
4つ全てを体験した方には、
プレゼントがあります。

●サーブネット会員募集●
減災・防災について学びながら、災害に備えませんか？

地域防災拠点の確認 ロープワーク講習

防災カルタ 東北復興応援販売

そんな疑問にお答えします

いきいきふれあい
南なんデーにて、

ボランティア情報コーナー＆
福祉体験コーナー

ボランティアの「はじめの一歩」を応援します！
日　時：10月7日日 　11時～14時（予定）

＊オープニングイベント終了後～福祉体験ラリーカード終了まで
＊福祉体験コーナーは 12 時～ 13 時まで昼休み

場　所：大岡健康プラザ 南スポーツセンター・大岡地区センター
大岡地域ケアプラザ( )

ボランティア登録者・団体大募集！あなた
の

特技・
趣味を

活かし
ません

か？
南区ボランティアセンターでは、趣味や特技を活かした
ボランティアをしてみたい方や団体を募集しています。 
すでに活動経験がある方だけでなく、これから活動を始
めてみたいという方も大歓迎です。
登録をご希望の方は南区ボランティアセンターまでお問
合せください。

OPEN！

ボランティアって？ 自分にも
できるかなぁ？

どんな活動があるの？

■発行日：平成30年9月1日
■発　行：社会福祉法人横浜市南区社会福祉協議会　会長大 津 幸 雄
〒232-0024 南区浦舟町3-46 浦舟複合福祉施設8階
Tel. 045-260-2510   Fax. 045-251-3264　Mail. tomony@minami-shakyo.jp
http://www.minami-shakyo.jp

南区承認第24号社協 みなみ

❶面…	善意銀行ってなに？
❷面…	自立支援の会　〜グループねこの手〜
	 〜太田東部ドンドン会〜

❸面…	南区社協からのお知らせ・ご報告

南区社会福祉協議会は、誰もが住みなれた地域で安心して暮らしていく
ために、ボランティア、福祉・保健関係者や行政の協力を得ながら地域
の福祉活動を進め、またその活動を応援する組織です。
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南 区 社 協 か ら の お 知 ら せ南 区 社 協 か ら の お 知 ら せ

平成29年度も引き続き、第 3期南区地域福祉保健計画（平
成 28年〜 32年度）の推進に取り組みました。地区別計画
においては、従来の高齢者や子育てサロン等の他、小・中学
生やその保護者も含めた新たな企画や、多世代による交流
の場が進んできました。併せて地域によっては近隣の企業と
の連携なども始まって来ています。
区全体計画においては、区役所、区社協、地域ケアプラ
ザ等と、福祉保健関係団体ネットワークの取組が進み、新た
な活動団体との連携につながる事業展開も始まりました。
16地区社協の内、推進地区 2地区の取組みについて、北
永田地区では、地区内にある斎場の協力により、斎場を拠点
として北永田サロンを開設し、「大人の塗り絵講座」等、誰
でも集える場の運営や、永田小学校との連携事業等を支援
しました。本大岡地区では、大岡小学校の児童や、保護者に
よる「おやじの会」との連携した取組みの他、引きこもり防
止や健康増進を目的とした集いの場の企画・運営等を支援し
ました。

Ⅰ　第 3期南区地域福祉保健計画の推進
　①　�日ごろから声を掛け合い、つながり・支えあいの関

係をつくろう
　　　�支援を必要とする人が孤立しない仕組みづくりを住

民や関係機関と共に実施
　②　誰もが活躍できる機会と身近な参加の場をつくろう
　　　�地域福祉団体や地域ケアプラザと共にボランティア

講座や活動紹介を実施
　③　�日常の情報共有を進め、災害時にも安心できる備え

をしよう
　　　�地区社協広報紙作成支援、災害ボランティアネット

ワークの活動周知と会員拡大の実施

　④　身近な活動を通して健康づくりを進めよう
　　　�地域の健康づくり事業や、高齢者サロン等での健康

体操等の地区社協の取組支援

Ⅱ　�広報啓発　広報紙やホームページを活用した情報発信
　　各種研修の開催

Ⅲ　�生活支援体制整備事業・地域活動交流事業等、地域ケ
アプラザ支援

Ⅳ　�ボランティア活動支援・講座の開催・福祉教育の推進・
助成金の配分

Ⅴ　権利擁護事業（あんしんセンター事業）の推進

Ⅵ　�移動情報センターの運営およびガイドボランティア事
業の実施

Ⅶ　�送迎（外出支援）サービスの実施・障がい者の生活支
援

Ⅷ　・南区子どもの居場所づくりネットワークへの参画
・�生活福祉資金貸付事業の実施・生活困窮者自立相談
支援事業調整会議への参画
・南区福祉保健活動拠点（トモニー）の運営およびPR

Ⅸ　共同募金会、日本赤十字社、保護司会等�団体事務

■平成 29年度　収支決算（資金収支）

自立支援の会
「グループねこの手」 （29年度配分団体）

太田東部ドンドン会
（27年度配分団体）

平成29年度　南区社会福祉協議会事業報告

編集委員紹介（アイウエオ順）：池田昭太郎・大八木綾子・川井則子・永井正己・根本益子・藤井琴代

手芸ボランティア すずらん
NPO法人 みなみ区民利用施設協会
明るい社会づくり運動南区協議会
田代　美登鯉
南区民謡民舞友の会
井土ヶ谷中一和幸会

善意銀行寄付者
（H30年4月1日〜6月30日） ※敬称略、順不同

� （単位：円）
収入額 支出額 収支差額
69,210,574 72,831,829 △�3,621,255

　地域住民と社会福祉施設、学校等の地域交流まつり。和太鼓、大道芸人、
模擬店、ゆるキャラ大集合など。楽しいひと時をお過ごしください。
【日　時】9 月 22 日（土）10時〜 14時
【場　所】�どんとこい・みなみ、中村地区センター、中村特別支援学校、
　　　　 中村小学校、横浜市水道局（中村ウォータープラザ）
【問合せ】どんとこい・みなみ　担当：下川原、中根
【電　話】264 － 2866　【FAX】264 － 2966

●「社協みなみ」の発行費は、共同募金配分金を活用しています。

�
　自立支援の会「グループねこの手」では、年齢、障がいの有無、国
籍などといった対象を問わず、人と人との繋がりを大切にしながら、
誰にとっても心地良く過ごせる場を提供しています。来年には、開設
20周年を迎えます。�
　パソコン、三味線、マージャン教室等の講座を 14講座、ハーモニカ、
カラオケ、俳句等の 16の同好会を日替わりで開催し、誰もが楽しむこ
とのできる「居場所」になっており、日々賑わいを見せています。

　食の提供についても、週に 2〜 3回「ランチの日」を設け、おいしい食事を提供しております。コーヒー、紅茶、ケー
キ、おにぎり等の軽食も提供しており、来られた方が満足できるよう取り組んでいます。�
　また、会の運営のため、野菜、手作り委託品の販売等も行っています。�
　少人数であってもできる人ができる事を行うことで活動の充実にも繋がり、楽しんで取り組まれている様子がうかが
えました。�
　代表の山口さんは、「無理をしないで楽しんで関われる範囲に留めること。その場そ
の場で状況に応じた対応をすること。良い雰囲気を皆で作ること。」を大切にしている
とお話しされていました。�
　善意銀行配分金は、各種講座で使用するCDプレイヤーと床補修工事に活用されま
した。�
　自立支援の会「グループねこの手」には、多くの方がそれぞれに楽しめる雰囲気の中、
居心地の良いゆったりした時間が流れていました。�

�
　太田東部ドンドン会は、太田東部地区に住む高齢者を対象に、手作
りの食事やお弁当を提供しています。約 30年間、活動を続けることが
できているそうです。太田東部連合町内の 8町内会が 6カ所で、11月
と 3月の年 2回ずつ食事会を開催しており、それぞれの町内会館や個
人宅を活用しています。太田東部ドンドン会としては、年 12 回の開
催ですが、町内会ごとに食事会を実施することで、他の食事会と比べ、
多くの担い手の方が長期間活躍しています。�

　参加者も会場が近く、気軽に参加できるようです。町内会ごとのやり方で、食事や、レクリエーションを提供する
ことができるため、それぞれに工夫を凝らした食事会となっています。レクリエーションでは、ハーモニカ、手品、
脳トレ、体操、認知症サポーター養成講座等が実施されており、参加者には大好評
です。�
　定期的に、会議やボランティアの交流会を実施し、お互いの課題、成果等の情報共
有をすることでサービスの質の向上につながっているそうです。�
　善意銀行配分金は、ステンレス保温ジャー、鉄揚げ鍋、ガス炊飯器、食器に活用し、
それぞれの町内会で特色あるメニューの提供ができるようになったそうです。�
　代表の永井さんは、「参加者に『おいしい』と言って喜んでいただけて、とてもやり
がいがある。」と、お話しされていました。�

善意銀行を活用した
ＣＤプレイヤー

善意銀行を活用した
ガス炊飯器と食器

第13 回 レインボーフェスタ☆みなみ
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●「社協みなみ」の発行費は、共同募金配分金を活用しています。

�
　自立支援の会「グループねこの手」では、年齢、障がいの有無、国
籍などといった対象を問わず、人と人との繋がりを大切にしながら、
誰にとっても心地良く過ごせる場を提供しています。来年には、開設
20周年を迎えます。�
　パソコン、三味線、マージャン教室等の講座を 14講座、ハーモニカ、
カラオケ、俳句等の 16の同好会を日替わりで開催し、誰もが楽しむこ
とのできる「居場所」になっており、日々賑わいを見せています。

　食の提供についても、週に 2〜 3回「ランチの日」を設け、おいしい食事を提供しております。コーヒー、紅茶、ケー
キ、おにぎり等の軽食も提供しており、来られた方が満足できるよう取り組んでいます。�
　また、会の運営のため、野菜、手作り委託品の販売等も行っています。�
　少人数であってもできる人ができる事を行うことで活動の充実にも繋がり、楽しんで取り組まれている様子がうかが
えました。�
　代表の山口さんは、「無理をしないで楽しんで関われる範囲に留めること。その場そ
の場で状況に応じた対応をすること。良い雰囲気を皆で作ること。」を大切にしている
とお話しされていました。�
　善意銀行配分金は、各種講座で使用するCDプレイヤーと床補修工事に活用されま
した。�
　自立支援の会「グループねこの手」には、多くの方がそれぞれに楽しめる雰囲気の中、
居心地の良いゆったりした時間が流れていました。�

�
　太田東部ドンドン会は、太田東部地区に住む高齢者を対象に、手作
りの食事やお弁当を提供しています。約 30年間、活動を続けることが
できているそうです。太田東部連合町内の 8町内会が 6カ所で、11月
と 3月の年 2回ずつ食事会を開催しており、それぞれの町内会館や個
人宅を活用しています。太田東部ドンドン会としては、年 12 回の開
催ですが、町内会ごとに食事会を実施することで、他の食事会と比べ、
多くの担い手の方が長期間活躍しています。�

　参加者も会場が近く、気軽に参加できるようです。町内会ごとのやり方で、食事や、レクリエーションを提供する
ことができるため、それぞれに工夫を凝らした食事会となっています。レクリエーションでは、ハーモニカ、手品、
脳トレ、体操、認知症サポーター養成講座等が実施されており、参加者には大好評
です。�
　定期的に、会議やボランティアの交流会を実施し、お互いの課題、成果等の情報共
有をすることでサービスの質の向上につながっているそうです。�
　善意銀行配分金は、ステンレス保温ジャー、鉄揚げ鍋、ガス炊飯器、食器に活用し、
それぞれの町内会で特色あるメニューの提供ができるようになったそうです。�
　代表の永井さんは、「参加者に『おいしい』と言って喜んでいただけて、とてもやり
がいがある。」と、お話しされていました。�

善意銀行を活用した
ＣＤプレイヤー

善意銀行を活用した
ガス炊飯器と食器

第13 回 レインボーフェスタ☆みなみ



問い合わせ：南区社会福祉協議会　TEL：260－2510

地域のみなさまから寄付して頂く金銭、物品などを必要としている福祉関係機関・団体、
ボランティア団体等に配分することで、善意を地域に広げていく事業です。
地域の皆さまの「地域のためになにかできることをしたい」というあたたかい気持ちが
地域福祉の推進に繫がっております。

次ページは
配分金の対象となった

団体の紹介です。

善意銀行ってなに？

今年度の配分金の申請は、10月に募集予定です。
詳しくは、お電話または窓口までお問い合わせください。

①地域福祉を推進することを目的とし、原則として南区内を中心に活動する団体
②会員数が5名以上かつ構成員の2/3以上が南区民であり、　過去1年以上の実績がある団体
③指定された期間内に配分金の活用に着手、完了できる団体
の3つを満たす団体

配分金の対象団体

NPO法人 地区
社協

ボランティア
団　体

福祉
施設

南区の地域福祉団体

南区善意銀行
受　付
電話または、窓口にて
寄付のご相談をお受けします

運営委員会を開催し、
申請いただいた団体から
配分先を決定します

お預かりした物品にあわせて、
会員を中心とした
地域福祉団体等に
コーディネートします

金銭の寄付金銭の寄付 物品の寄付物品の寄付

グループねこの手・太田東部ドンドン会です。

※金銭の寄付については、下記団体が配分の対象となります

物品の寄付実績は、
文具、雑巾、ランドセル
や車イス等です。

南区ボランティアセンターだより

no.29
南区ボランティアセンター

南区浦舟町3-46 浦舟複合福祉施設8階
Tel. 260-2531  Fax. 251-3264

◆開館：年末年始をのぞく午前9時～午後5時♦
日・祝祭日も開館しております

南区ボランティアセンター  TEL.260-2531
  FAX.251-3264

ボラぴ掲載内容の問い合わせ・申込みは

南区内で活動するボランティア
仲間（メイト）を紹介します

　街角に筝や三味線の音が聞こえてくることは珍しいこの頃ですが、
伝統的で魅力的な音色を広く知っていただきたいとの強い思いで平
成12年に結成した筝・三絃（三味線）・尺八の演奏グループです。
　高齢者施設、地区センター、障がい者作業所等での訪問演奏を
精力的に行い、小中学校を訪問して楽器の演奏を指導しています。
　毎年 12 月にはチャリティー演奏会を開
催します。舞台では工夫を凝らし、これま
でに舞踊・ピアノ・歌曲・謡曲・詩吟等の
共演者に協力をいただいて、邦楽に興味の
薄い方にも楽しんで聞いていただけるよう
コラボレーションした曲も演奏します。
　ロビーでは「南区街の先生」の作品や障
がい者作業所のクッキー等、募金箱も置い
てチャリティー募金に参加を呼びかけ、入
場料の一部と合わせて善意銀行・福祉施
設への寄付を行っています。

ボランティア入門講座
＊日　時 ： 11月29日（木）13時30分～15時
＊場　所 ： トモニー（南区福祉保健活動拠点）
＊参加費 ： 無料

南区三曲会 代表　大澤富子

南区災害救援ボランティアネットワーク
（サーブネット）

　サーブネットは、南区で大規模災害が発生した時に、
区役所・社会福祉協議会と一緒に、区災害ボランティ
アセンターの運営に携わるボランティア団体です。
　発災時に災害ボランティアセンター設置・運営がス
ムーズに行えるように、平常時は災害ボランティアセ
ンター設置訓練、研修、区民への啓発活動、他団体との
ネットワークづくり等をしています。

車いす・アイマスク・点字・
手話の体験ができます。 
4つ全てを体験した方には、
プレゼントがあります。

●サーブネット会員募集●
減災・防災について学びながら、災害に備えませんか？

地域防災拠点の確認 ロープワーク講習

防災カルタ 東北復興応援販売

そんな疑問にお答えします

いきいきふれあい
南なんデーにて、

ボランティア情報コーナー＆
福祉体験コーナー

ボランティアの「はじめの一歩」を応援します！
日　時：10月7日日 　11時～14時（予定）

＊オープニングイベント終了後～福祉体験ラリーカード終了まで
＊福祉体験コーナーは 12 時～ 13 時まで昼休み

場　所：大岡健康プラザ 南スポーツセンター・大岡地区センター
大岡地域ケアプラザ( )

ボランティア登録者・団体大募集！あなた
の

特技・
趣味を

活かし
ません

か？
南区ボランティアセンターでは、趣味や特技を活かした
ボランティアをしてみたい方や団体を募集しています。 
すでに活動経験がある方だけでなく、これから活動を始
めてみたいという方も大歓迎です。
登録をご希望の方は南区ボランティアセンターまでお問
合せください。

OPEN！

ボランティアって？ 自分にも
できるかなぁ？

どんな活動があるの？

■発行日：平成30年9月1日
■発　行：社会福祉法人横浜市南区社会福祉協議会　会長大 津 幸 雄
〒232-0024 南区浦舟町3-46 浦舟複合福祉施設8階
Tel. 045-260-2510   Fax. 045-251-3264　Mail. tomony@minami-shakyo.jp
http://www.minami-shakyo.jp

南区承認第24号社協 みなみ

❶面…	善意銀行ってなに？
❷面…	自立支援の会　〜グループねこの手〜
	 〜太田東部ドンドン会〜

❸面…	南区社協からのお知らせ・ご報告

南区社会福祉協議会は、誰もが住みなれた地域で安心して暮らしていく
ために、ボランティア、福祉・保健関係者や行政の協力を得ながら地域
の福祉活動を進め、またその活動を応援する組織です。
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